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紙面右上掲載記事　題名　花めぐり　河津ざくら
掲載写真　りん試の森公園の河津ざくら
記事内容
　はるの訪れを感じさせる桜と言えばソメイヨシノが一般的ですが、最近は河津ざくらが定番となってきました。
今から70年ほど前、伊豆の河津町の飯田さんという人が、河津川沿いの雑草の中から1メートルほどのげんぼくを偶然見つけて庭先に植えたことが始まりで、その原木はいまも現地に残っています。これが伊豆の河津ざくらを有名にしたのですね。
　こちらの地域で河津ざくらと言えば、りん試の森公園で20年ほど前に植樹された木々が今では見事な枝振りになっており、毎年春の開花を待ちわびている方も多いと思います。
　なぜこの公園に河津ざくらが植えられたのかを公園の事務所に問い合わせてみましたが、もはや知る方がおらず、残念ながらわかりませんでした。
花の色は濃いピンク色であでやかなので、生け花として飾るときは、自然の枝振りを活かして華やかに生けると見栄えが良くなります。
記事作成者　荏原二丁目町会・伊藤　茂実

紙面左上掲載記事　題名　ほうゆうかい 設立45周年を迎えて受け継がれる想い、次代へ
掲載写真　ほうゆうかいかい員・来賓との記念撮影
記事内容
　小山4丁目町会のむつみかいとして活動する神輿のかい「ほうゆうかい」は、令和7年11月30日、しろかね迎賓館アートグレイスクラブにて設立45周年の記念祝賀会を挙行いたしました。　
　とうかいの歩みは、昭和53年10月にわずか11名の有志で結成された「神輿作ろうかい」から始まりました。かいの名は「鳳凰に集う友たち」に由来します。発足から45年が経過した現在、会員数は80名を数え、上は80代から下は20代まで、世代を超えた固い絆で結ばれた組織へと成長いたしました。
　近年では特に若手会員が増加しており、この「活気ある次世代の力」こそが現在のとうかいにとって何よりの財産となっております。
　私たちはさんや八幡神社の氏子として祭礼や神輿を支えるだけでなく、年末年始の町内夜警や町会行事への積極的な協力など、地域活動の担い手としての役割を大切にしてまいりました。
　「受け継がれる想い、これからも次代へ」を信念に、今後も小山4丁目町会を中心とした地域の発展に貢献し、伝統のあかりを絶やすことなく歩み続けてまいります。
記事作成者　小山四丁目町会・ほうゆうかいかいちょう・友枝 精次　

紙面中央右側掲載記事　題名　新年の世相を感じて
記事内容
　新しい午年になりまして地域の皆様がたにおかれましては、御多幸と拝察いたします。
　さて世の中は騒がしいですね。このような世相の中、日本は様々な事件が起きていますが、全体的に幸せを感じさせる風潮の中にあると想います。何とも幸福な国でしょう。私達はこの幸せがいつまでも続く世の中を維持する責任を持ち、後世の人々に渡せるように努力するべきだと思います。
　安定した平穏な国の有り方に注意深く見守りと愛情を持って共有する気持を持ち続けましょう。
記事作成者　小山二丁目西部ちょう会・髙橋　元よし

紙面左下掲載記事　題名　東海七福神めぐり
掲載写真　荏原神社
記事内容
　品川区内には、東海七福神めぐりと荏原七福神めぐりの二つの七福神めぐりコースがあります。
　七福神めぐりは、室町時代末期頃から日本各地で始まり、江戸時代に各地で盛んとなり、当時の人々は元日から七草までに詣でれば、七つの災難を除き七つの幸福を授かると信じ、近くの七福神を巡り歩いたそうです。
　前回の荏原七福神めぐりに引き続き、今回は東海七福神のコースを巡ってきました。
　旧東海道沿道には由緒ある社寺が多く、古くから七福神が祀られ参詣されてきましたが、「東海七福神めぐり」は、昭和7年に、品川町、大崎まち、大井町の東京市編入を記念して制定され、旧東海道周辺に点在する社寺を巡る約5㎞、品川神社から磐井神社まで約1時間のコースになります。
　品川神社（大黒天）→養願寺（布袋尊）→一心寺（寿老人）→荏原神社（恵比寿）→品川寺（毘沙門天）→天祖・諏訪神社（福禄寿）→磐井神社（弁財天）
　品川神社では富士登山にも挑戦できます。富士といっても品川富士と呼ばれ、頂上まで数分のお手軽登山で、江戸時代には、この富士に登ると本物の富士山に登ったのと同じご利益があるとされていたとか。
　「品川の龍神様」といわれる荏原神社は、品川エリアのパワースポットとしても有名で、昔から「品川じゅくの総鎮守」と崇められていました。
　神社のすぐ前、目黒川に架かる「鎮守橋」は、鮮やかな朱塗りの欄干が印象的です。
　京急新ばんば駅から大森海岸駅まで、旧東海道の歴史や品川じゅくの賑わいに思いをはせながら七福神を巡ってみてはいかがでしょう。
記事作成者　小山三丁目町会・澤田　恵子

紙面左下掲載記事　題名　町会活動紹介　小山一丁目町会　子ども餅つき大会＆クリスマスリース作り
記事内容
　令和7年12月14日、小山一丁目町会では防災訓練、子ども餅つき大会、クリスマスリース作りを予定していました。朝から雨が降り続き、残念ながら防災訓練は中止となりましたが、子ども餅つき大会とクリスマスリース作りは雨天決行致しました。
　寒さもあり内心「みんな来てくれるかな？」とハラハラドキドキ心配していましたが、その心配をよそに会場には元気いっぱいの子ども達が次々とあつまってくれました。湯気の立つ臼の周りでは、餅をつく子どもたちの笑顔があふれていました。
　クリスマスリース作りでは、思い思いの飾り付けに真剣な表情。雨や寒さにも負けず、会場は温かな交流と笑顔に包まれた一日となりました。たくさんの人たちに楽しんでいただきましたが、今回一番喜んでいたのは、実はイベントの準備に携わってくださった皆さんでした。寒い雨の中参加してくださった皆さん、イベントの準備を手伝ってくださった皆さん、本当にありがとうございました。
記事作成者　小山一丁目町会・みつやま　りう子
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